はっくつ文庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＢＬ（埋蔵文学発掘）会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著作権に充分ご配慮ください。

落語　腹ぼて辰吉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾崎　寛
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（明治中ごろ‥東京下町）
　徳川家が御大政を還し奉り明治と改元されまして、一番いばってたお侍いがいなくなり、世は大きくかわりました。とは申しましても、一般庶民の生活は変わりありませんで、東京でさえ、下町では男も女も髷(まげ) をゆっていますし、日々の暮らしぶりも江戸時代となんらちがいはありません。
　時は夏、暑さをけしかけるように下町の稲荷さまの杜は油蝉の大合唱です。その境内を桶屋の熊造が調子ぱずれの鼻歌をうたいながらうろついてます。
　熊= (俯き加減でなにか探している）ヤレンソーラン ‥‥ソ ーラン ‥‥‥ソーラン ‥‥ハイ 、ハイと‥‥‥にんしんしたかと‥‥カモメに問えば‥‥わたしゃ‥‥発つとりーなみにきけ‥‥チョイ‥‥ハー‥‥ドッコイショウ‥‥ドッコイショウ。
　八=（少し遠くから）おーい、熊じゃねぇか？
　大工の八五郎がとおりかかり、熊がひょいと顔をあげて、
　熊= 八兄ィ‥‥か。
　八= ご詠歌の稽古か？ガラにもねぇ。で、地べたに恨みでもあんのか？そんなに睨みつけて。
　熊= 恨みはねぇけどな‥‥‥ゆんべこの辺りで無くしものしちまったようで‥‥。
　八= 無くしもの‥‥‥なにを？
　熊= いや‥‥な、ゆんべ、ここで捨（すて）の野郎に会ったんだよ。
　八= 捨(すて) ？あの髪結いの亭主野郎か？一日ふらふら遊んでやがる‥‥‥。
　熊= ああ‥‥ヤツァいっぱいひっかけて、ごきげんでよ‥‥鼻歌なんぞ唄ってやがって‥‥兄ぃも知ってるとおり、イヤミなヤツだから捕まらねぇように、やりすごそうとしたんだけど、オレの腕つかんで、いいこと教えてやろうって言うんだ。
　八= ほぉ‥‥‥で？
　熊= オレァ、別にいいよって言ったんだけど、な。 ま 、聞けよ。こんな唄知ってっか？今はやりのこの唄知らねぇようじゃ、色町で恥じかくぞって 、勝手に唄いはじめた。
　八= 唄？‥‥。
　熊= まだ、よく覚えてねぇんだけど‥‥（調子っぱずれに）ヤレンソーラン‥‥‥ソーラン‥‥ソーラン‥‥ ハイ、ハイ。
　八= ちょっと待った！唄はいいよ‥‥それで？
　熊= そして‥‥おめぇは頭悪りぃから、書いとけって、矢立と懐紙出しやがったんで‥‥。
　八= ふざけんじぁネェ！て、たたっきかえしたか！
　熊= ありがとうヨって、手ぇ出した 。
　八= バーロー、礼を言ってやがる。あきれたヤツだぜ。
　熊= 覚えといて損はねぇかなと‥‥‥へへ‥‥これで色町でもてりゃ、めっけもんだ。兄ぃにも教えてやろか。
　八= いらねぇヨ！
　熊= ところが、長屋へ帰ったら、唄の紙がねぇんだよ。
　八= あー、そいつを探してたってことか‥‥‥。
　熊= うん、兄ぃ拾わなかったか‥‥。
　八= 知るか！‥‥オレァ忙しいんだ。辰吉が、具合が悪ぃらしくてな‥‥行かなきぁなんねぇ、ま、雪が降ろうが、桜が咲こうが、見つかるまで探してな。アバヨ。

　こうして、左官の辰吉の長屋へ八五郎がやってまいりました。
　八= 辰、いるかい？
　辰=（横にな ったまま）‥‥いねえヨ 。
　八= 居ねぇ‥‥て 、居るじぁね ぇか‥‥‥どうしたい？元気ねぇな 。 (ヒザを打つ)ははぁ、さては財布落としやがったな、あのボロボロの、擦り切れた 、元のガラなんざぁ判らねぇ、手垢だらけの、くっせぇ、いかにも貧乏人でございって風の、五厘しかはいったことのねぇ、オモライさんでもふんずけて行っちまう‥‥。
　辰= うるせぇやい！そんなんじゃねぇよ。
　八= へー、ほかになにがあるってんだ？おめぇがしょげかえるなんて、あのボロボロの、擦り切れた 、元のガラなんざぁ判らねぇ、手垢だらけの、いかにも‥‥‥
　辰=「くっせー」が抜けたぜ。
　八= おや、おこらねぇのか？張り合いがねぇな。このごろ仕事休んでるそうじゃねぇか？‥‥‥どしたい？
　辰= どうもこうも、（起き上がる）じつはな、夕んべ、表からな、ふわっとチョウチョウが飛んで来たと思いねぇ。
　八= アイヨ、思ったぜ‥‥で？
　辰= それが、ふわふわっと俺の目の前まで来て、ここへ落ちたんだよ。近くで見るとチョウじゃなくて紙きれサ。
　八= ホぉ‥‥で？
　辰= 見るてぇと、字が書いてあるんだよ。
　八= 字が？‥‥なんて？
　辰= カナばっかりなんで、なんとか読めた。‥‥それが‥‥‥。(突然泣き出す辰）
　八= うおー、おどかすな。泣いてちゃ判んねぇヨ。なんて書いてあったヨ！
　辰=（泣き泣き）ニンシンしたかと‥‥‥ヤモメに問えば ‥‥‥わたしゃたつと（洟をすする）り‥‥なみにいけ‥‥チョイ。
　八= なんじゃ、そりゃ？ヤイトのまじないか？‥‥待てよ、‥‥ニンシンしたかと‥‥つまり、「ガキができたか」だな‥‥ヤモメに問えば‥‥ヤモメは、辰、おめぇのことだ‥‥‥それから「わたしゃ辰と」、てぇのは、「わたしが辰でござい」と名乗って、てことかな？‥‥「り‥なみにいけ」？‥‥「りなを見に行け」てことか？‥‥「りな」って、なんだ？‥‥しってるか？(首を振る辰）‥‥‥さいごのチョイは？（強く首を振る辰）うーん、「りな」は女の名前みてぇだなぁ‥‥‥てぇーっと‥‥だいたいこうだな‥‥‥「ニンシンしたのかよ」と、ヤモメの辰を問い詰めるンなら、「わたしが辰でございます」と名乗って「りな」って娘に会いに行け‥‥チョイ、と。
　(一層激しく泣く辰）
　八= こりゃ、きっとお告げだな。うん、ちげぇねぇ、氏神さまか観音さまか知らねぇが、ガキができたお告げだよ。
　辰= そ、‥‥そんな‥‥‥兄 ぃ、オレ ぁ、どうすりぁ いいんだ？
　八= バ ー ロ ー！どうもこうもあるか！りなって娘を腹ぼてにしゃがったな。バカだと思って油断してたら、することは、ちゃーんといつの間にかしてやがる。とんでもねぇ野郎だ。だから、逃げ隠れせず、名乗って出ろって、神仏のお告げじゃねぇか！
　辰= そ‥‥そんな！‥‥‥オレぁ「りな」なんて娘知らねぇよ。それに‥‥腹ぼては、（小さくなって、モジモジする）‥‥。
　八= なんだ、腹ぼてがどうしたって？
　辰= 腹ぼては‥‥もしかすると‥‥‥（一層恥ずかしがる）言えねぇ‥‥言えねぇヨォ！
　八= じれってぇな！はっきりしゃがれ！
　（辰は、黙って自分を指さす）
　八= 鼻？‥‥‥ほっぺたより低い鼻がどうしたってぇンだ？
　辰= 鼻じゃぁねぇよ。‥‥‥オレだ。
　八= へっ？‥‥なにが、オレだ？‥‥腹ぼて？‥‥なに！腹ぼては、てめぇか！？（辰、うなずく）こいつぁ、驚いたぜ‥‥‥腹ぼてにしたんじゃなくって‥‥‥させられたって事かよ？
　辰=（顔をおおって）面目ねぇ‥‥‥。
　（いきなり辰の頭にゲンコツ）
　八= 面目ねぇ、だと！この野郎。恥ずかしがってる場合かよ！‥‥で、りなって野郎が腹の子のてて親か？！いや、野郎でも、てて親でもねぇな、はは親か？
　辰= だから、りななんて、知らねぇって‥‥‥。
　八= さあ‥‥‥こいつぁ弱ったぞ‥‥けど、なんか証拠はあるんだろうな？‥‥オレのかかァの時は、どうだったけな？‥‥たしか『月のものがこないんだけど、もしかすると、もしかするよ』とか、いいやがったな。そしたら、案の定『もしか、しやがった』な。‥‥‥辰、おめぇ月のものはちゃんとあるかい？
　辰= ねぇよ。ねぇから、月づきの店賃（たなちん）、自慢じゃねぇけど三年分たまってら。‥‥だけど証拠ならあるぜ。（八、またもゲンコツ）痛えな！ぶつこたぁねぇだろ！
八= るーせぇやい！、あるんなら、ハナっからそういやぁ、いいじゃねぇか。さっさと、くっちゃべってしめえ！
　辰= オラぁよ、ここ三‥四日調子が悪くて、左官仕事やすんでたんだよ。‥‥メシくっても、戻しそうで気分が悪くなるし、‥‥‥なんかカッタルくてな。
　八= おう、そうだってな。だからこうして見に来たんだよ。
　辰= 昨日の朝、ツラぁ洗おうと、井戸へ行ったんだよ。そしたら、トラ婆さんや長屋のかみさん連中が洗濯しながら、いつものおしゃべりさ。で、聞くともなく聞いてたら、一番奥の新婚さん、できたんじゃねぇか‥‥って。このごろスッペぇものほしがって、梅干しやトコロテンばっか食ってるし、ごはんの湯気で戻しそうになるンだってヨ。
　八= あの新造さん、歳のころ二十五‥六‥‥七、透き通るような肌で、襟足が色っぽくていい女だよな、チクショウ！
　辰= 同じなんだよ。
　八= あ？
　辰= オレと、おんなじ‥‥‥。
　八= またぶたれてぇのか！‥‥あんないい女と顔の裏表のわかんねぇテメェと、同じだってぇのか！（ゲンコツをふりあげる）
　辰=（あわてて逃げながら）そうじゃねぇよ。‥‥‥オレもここんとこ、なんだかスッペぇものがほしいし、ごはんのニオイが気持ちわりぃんだ。‥‥‥‥だから‥‥。
　八= できたんじゃねぇか‥‥と。
　辰= ああ‥‥‥‥そこへ‥‥‥‥（また泣き始める）あのお告げがまいこんだ‥‥‥。
　八=（考えながらゆっくりと）『ニンシンしたかと、ヤモメに問えば、わたしゃ辰と、りな、見に行け‥‥チョイ』‥‥‥わかった！『りな見に行け』は、りなに会って言ってやれってこった！『オレが辰だ！てめぇ、身に覚えがあるだろ！責任とりやがれ！』ってな。まちげぇねえ！
　辰= そうかなーぁ‥‥‥‥。
　八= なにを！そうかなあーア‥‥‥なにのんびりしたこと言ってやがる！てめぇ、てて無し子を産むつもりか！
　辰= はは無し子、だ。
　八= くそ！ややこしい！‥‥‥とにかく医者だ。
　そこつ者二人、あわてて表へ飛び出したところに、トラ婆さんと鉢合わせしまして、
　トラ= おお！びっくりした！あわててどうしたんだい？
　八= どもこうもあるか！てぇへんなんだよ！急いでるんだ！‥‥（ちょっと行って）ああ、そうだ！バアさん、岩田帯やわっといてくんな！
　トラ= 岩田帯？‥‥‥はて？‥‥‥だれがすんだい？‥‥‥新婚さんにやるんかねぇ‥‥‥それにしても、あわててたね。

　はーはー、ぜいぜい、走って大通りの医院へかけこみます。
　八=（ハーハー）センセいるかい？！
　若い看護婦さんが、顔を出して、
　看= あら、どうかしました？診察時間終わったんですけど‥‥‥。
　医=（中から）看護婦さん、いいよ。入ってもらいなさい。
　八=（辰に）よかったな！診てもらえるとよ、ほら！もたもたしてねぇで！
　辰は、八に押されて診察室へ、続いて八も入ってきます。
　辰= へへ、こんちゃあ。
　八= てめぇは黙ってろ。センセ、てぇへんなことになっちぃまった。
　医= おや、八さんに辰さんじゃないですか。大変なって‥‥‥どうなさいました？
　八= それがネ、この辰の野郎のそそっかしいの、なんのって‥‥‥できちまったんで。
　医= できたというと、ものもらいか、なにか？
　八= ものもらいなら、驚きゃしねぇヨ。‥‥‥ガキなんで。
　医= ガキ？‥‥はて、ガキといいますと？
　八= これだよ。（と、両手で腹を大きくなでる仕草）はらんじまいやがって‥‥‥。
　医= ほう、孕んだ。お子ができた。そそっかしいから油断して、ついオカミさんが妊娠してしまった‥‥‥と言うわけですな。それは、めでたい事じゃないですか。
　八= ああ！じれってぇナ！腹ぼては、この野郎なんすよ！こいつぁ、ヤモメの独りモン！カミさんなんざ、居ねんで。このアホづら見りゃわかるだろうよ。嫁のきてなんてありゃしねぇ。
　辰=（照れくさそうに）へへ‥‥。
　医= ‥‥‥（あきれて）あのね、‥‥‥八さんもちょっと落ちついてくださよ。辰さんは、オ‥ト‥コです。
　八= センセ、いわれなくたってわかってまサ。ガキん時からのダチで、ションベンの飛ばしっこしたんだ。
　医= だから‥‥‥男は妊娠しないんです。それに、うちは、眼科です。
　八= ガンカでもガンモでも、こちとらぁ構わねぇけど、センセもおかしなこと言うね。オトコだからアー？‥‥‥。オトコだから来たんじゃねぇか。いいかい。オンナならガキができたって、めづらしくもなんともねぇ、誰もおどろかねぇヨ。オトコにできちぃまったから驚いてるんだョ。
　医= 困りましたな。なんといえば‥‥‥。
　八= な、困るだろ？困るからこうして本人を連れて来たんでぇ。（看護婦の方を見て）看護婦さん、どしたい？かがみこんで、腹ぁ抑えて、震えているじゃねぇか。しょんべんなら、ガマンしねぇほうがいいぜ。
　看護婦さん、立ち上がって廊下へ飛び出し、大爆笑で、死ぬほど笑い転げているところへ初老のオヤジとトラばーさんが、駆け込んできて、
　辰のオヤジ= どこで、どこでぇ！おい！辰！
　トラ= 辰ー、八ー‥‥‥居るんだろ？‥‥‥どうしちまったンだよ？‥‥‥辰、ちょうどおまえのオトッツァンが来たから、連れてきてやったよ。
　医= やれ、やれ‥‥‥（大きくため息）。
　センセイも廊下へ出ます。
　医=（看護婦へ）なんか、またややこしいのが増えたようだから、しばらく放っといて、休憩にしましょ。
　看= ああ、おかしい！腹の皮が、痛くなっちゃった。こんなに笑ったの、子どものとき以来ないわ‥‥‥そうだ、センセ、呉服屋のご隠居さん、今朝早くにみえて『おかげさまで、すっかりよくなりました』て、お礼いただいたんですよ。伝えなきゃと思ってて、ごめんなさい、忘れてました。で、悪くなるもんだといけないと思って開けちゃったんですけど、‥‥くず羊羹で、台所で冷やしてあります。
　医= そりゃいいな、じゃぁ、それで、一休みしましょ。‥‥‥まったく、‥‥‥脳を休ませないと、こっちがおかしくなりそうだよ。
　奥の台所へ行くと、看護婦さんが、おやつを運んできてムギ茶をコップにそそぎ、自分も椅子にかけます。
　看= できた、だなんて！（思い切り大声で笑い）あーおかしい！、だけど、これで一生笑いの種にこまらないわ。落ち込んだら今日のこと思い出そっと。どんな悩みもふっとんでいきそー。（ぐーっとムギ茶を飲んで）んー、つめたい。おいしい！‥‥‥そうそう、ところでね、センセ、今月医院のやりくり苦しいんですよ。だから、いいじゃないですか、診察して診察料いただきましょうよ。妊娠してません、て診断すれば、万が一にも間違うことないんだから、これチャンスですよ。
　医= ‥‥‥そうか、今月患者がほとんど無かったからな。‥‥だけど‥‥眼科で、妊婦診断はまずいだろうヨ。
　看= そこは、ただ相談にのっただけ、ということで‥‥‥わたしもお給料ないと、国の母に送ってやれないし‥‥‥大丈夫ですって、あのひと妊娠してないし、婦人でもないんだから、なんの問題もないですよ。
　医= そうだな‥‥‥そうするか‥‥‥カルテの病名は後でゆっくり考えるとして。
　看= だからね、センセ、もっともらしくしないとダメですよ。このあと患者さん来ないんだから、それらしくじゅうぶん時間を掛けて‥‥ね。患者さんが、いい病院かどうか、どうやって決めるか、知ってます？医療月報で読んだんですけど、その一、診察時間が充分長いか。その二、話しをゆっくり聞いてくれるか。その三、木で鼻をくくった態度でないか。‥‥‥要するに、ムダに時間をかけて、聞きたくもない嫁‥姑‥上司の悪口を優しく聞いてあげる。‥‥その上でヒマがあれば、ついでに病気の説明も‥‥‥これが、名医になる条件ですって。その点センセもあんまりむいていないから、ぐっとこらえてやさしく、ね。‥‥‥でも、体がだるくて、戻しそうだって、どうしたんでしょうね？
　医= なーに、この暑さだ。いわゆる暑気当たりだろうな。そこへ古いもんでも食べたんだろうよ。食中毒なら、あんなもんじゃないから‥‥‥。角の薬屋さんに見本でもらった安中散があったな。あれでじゅうぶんだろう。それらしく包み直し、そうだな、鹿茸（ロクジョウ）の残り‥‥‥あれも出せば言うことないな。
　看= えーっと、初診料一円、時間外で五十銭‥‥‥そうだ！尿検査しましょ！どうせ捨てるだけだけど‥‥‥で、一円、お薬は、もともとタダだから、まぁ五十銭でいいか。全部で三円。ああ、よかった。これで今月なんとかなりそー！やったー！
　医= すまんね、あんたに、会計までまかせっきりで‥‥よけいな苦労かけて‥‥。
　看= いいんですよ。センセ、そっちの方はからきしダメだから、ほっといたら、すぐ潰れちゃうもん。‥‥‥この、くず羊羹冷えてておいしいですね。もう一個‥‥‥いただきまーす。（モグモグしながら）じゃぁ、あたしお薬用意してますね。
　悪い相談がまとまりました。

　辰= オヤジ、面目ねぇ‥‥‥すまねぇ。
　オヤジ= で、どこのどいつだ！ムコ入り前の息子を腹ぼてにした、ふてー野郎は！
　八= それがね、りなって娘なんだそうで‥‥。
　辰= いや、違うンだって‥‥‥。
　トラ= えっ？‥‥‥りな‥‥りなちゃんかい？
　八= なんだい、バアさん、知ってんのか？
　トラ= ほら、ムジナ長屋のさかなやの留（とめ）、‥‥この辺でりなって言やぁ、留の娘だけだよ。
　オヤジ= よし、判った！これからネジこんで、しめあげてやる！行くぞ、辰！
　トラ=（あわてて）ちょい、ちょい待ちな！
　オヤジ= なんだよ！なんで止めるんだ！
　トラ= 待ちなって！‥‥りなちゃんは、たしか‥‥‥九つだよ。
　オヤジ= エーっ‥‥‥九つのクセに、なんてマセたガキだ！
　八= 九つは、‥‥‥なんぼなんでも‥‥‥‥なー？
ウーン、うなって一同初めて静かになったところへ、
　医= これは、みなさん、お揃いで‥‥‥
　と、センセイ戻ってきました。
　医= 辰さんはしあわせもんですな。こんなに、みなさんにニンシンを祝ってもらえて‥‥さて、では尿検査からいたしますよ。
　辰= ニォーケンサ？
　医= そうですが、なにか、不都合でも？
　辰= いえね‥‥‥その『仁王‥‥さま』っての‥‥‥長屋に置いてきちまったんで‥‥いえ！‥‥けさも、ちゃんとお灯明をあげて、手を合わせたんすよ‥‥。
　医= いや、いや‥‥‥つまりお小水の検査です。
　辰= そのー、言いにくいんだけど‥‥‥。
　医= わかりました。お灯明あげて、長屋に置いてきたんですな。
　辰= いや‥‥和尚の吸い物なら‥‥三日前に寺の和尚さんにもらったんだけど‥‥‥残りは、流しのスミで‥‥。
　医= はい、はい、つまり、シッコ‥‥‥ショウベンを調べるとニンシンしてるか、はっきりしますので‥‥‥な。
　辰= ほー、ションベンを調べますか？‥‥‥へー、また酔狂な。で、だれの？‥‥‥ええっーオレの！‥‥‥そ、そんな！‥‥照れるなー。
　医= 長屋に忘れてきましたか？
　言いながら、センセイ、容れものにするものを探してますが、見つかりませんで、
　医= 看護婦さん‥‥‥看護婦さん！ちょっと来て！‥‥‥あれ？聞こえないかな？‥‥‥おーい、里奈ちゃーん！
　遠くで、はーい、ただいま‥‥‥と返事がありました。
　辰= り、りな？！
　エー！という言葉にならない驚きと、りな、りな、りなのささやきが、一同の中をなん回転もして、みんな目ん玉をひんむいたとこへ、
　看= すいません‥‥‥ちょっと裏に行ってたもんですから‥‥‥ごめんなさい、ね。
　言いながら、戻ってきた看護婦さん、異様な雰囲気にだんだん圧倒され、声が小さくなっていきます。そりぁそうでしょう。目ん玉フル‥オープンの全員に、穴の開くほど見つめられてるんですから。
　看= ど‥‥どうかしたん‥で‥す‥か？‥‥‥みなさん‥‥。
　オヤジ= オメェが、りなか？
　八= これが、お告げの‥‥。
　トラ= あんた、りなっていうのかい。
　みんな一斉に驚きの声をあげましたんで、なに言ってんだかさっぱりわかりません。もう、辰の目つきは、完全におかしくなってます。
　辰=（恋するものの目で）これが、りなちゃん‥‥‥（里奈へ）あ、あんたが里奈？‥‥‥本当に里奈ちゃん？
　看= え！‥‥‥そ、そう‥で‥す‥け‥ど‥‥
　辰= かわいーい！‥‥兄ぃ！オヤジ！バーさん！、オレぁ決めた！産む！里奈ちゃんの子を産む！
　おーっと感動とも安心ともわからない歓声が沸き、やがて拍手の嵐です。オヤジさんも狐につままれた顔で拍手です。
　八= いやー、よかった、よかった。ま、里奈ちゃん、これも縁だ。あんたが、辰にしでかした事は、水に流そうじゃねぇか。終わりよけりぁ、すべてよしってぇからな。やっぱり、お告げどおりだ。『りな、見にけ』、里奈ちゃんに会えば、すべていいほうへ収まる‥‥‥うん、大明神さまのお告げにまちげぇはねぇ、めでてぇ、めでてぇ。
　トラ= ほんとだヨー‥‥‥無事はは親も見つかって、こりゃ、長屋あげて祝わなっくちゃ！‥‥でもよ、ひとつわかんないねぇ？
　八= なにが‥‥？
　トラ= だってよ、こんなに若くて、器量もいいのに、なんで、よりにもよって辰なんかにテぇだしたんだね？‥‥‥めすネコでもまたいで通る辰に。
　看= ちょっと！ちょっと待って！なによ！みんなで勝手なこと言って！‥‥‥『しでかした』？‥‥わたしが、なにをしでかしたのヨ？！『手をだした』て、なによ！
　八= ま、ま、本人の口からは言いにくいだろーが、大明神さまは、お見通しだ。ここは、大明神さまのご縁をありがたく思って、辰と所帯を持つのが上策ちゅうもんだ。
　オヤジ= オレからも頼むヨ。ひとつ相談にのってやっちゃくんねぇか？お願ぇだヨ。このとおりだ。（合掌し頭をさげる）
　看= あほらし！‥‥‥そんな相談やってられんわ。なんと言われようが、やれんわー！
　辰= どうしょう、惚れちまった！里奈ちゃん、恋だ！これも、、で、、！
　看=（手をひらひら振って、冷たく）、、、‥‥。
　窓から熊造が、ひょいと顔を出し、
　熊=（手を打って）ハイ、ハイ！　　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完）

カタイことを申せば、「時代考証に多少問題があるな‥‥？」と、お思いの方もいらしゃいましょうが、ま、そのへんはお目こぼしを願います。

...................................

本を読むと、ちょっと一言いいたくなりませんか？ (:>)

(:0)　言いましょう！





ご感想メールをお送りください。

今後の参考やエネルギーにさせていただきます。(編集部）



「はっくつ文庫」トップへ






ここは文末です。



............................ＤＢＬ（埋蔵文学発掘）会

